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“こどもまんなか社会”ってなんだろう
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過去の子どもの成育分科会の検討・意見表出の経緯



(1) 子どもを中心においた投資と政策を（予算と政策）
①子ども関連の予算と評価システム
②子どもの総合的政策と法整備
③子どもに関する研究・データの蓄積と科学的知見に基づく政策
④子どもの声の施策反映と子どもの社会参画の推進 

(2) 胎児期・幼児期・児童期・青年期の各ステージで子ども自身の力が育まれる環境・社会づくりへ
①各成長ステージで子どもが健全に育つことができる環境の改善
②子どもの主体性を培う外遊びの総合的価値と非認知能力獲得の重要性 

(3) 子どもの育ちを多世代で継続的に見守り包括的に支援する社会づくりへ
①子どもの育ちを軸に切れ目なく包括的にサポートする体制
②子どもに寛容な地域コミュニティ形成と多様な居場所づくり
③子どもの育ちを支援する職能・専門家の養成と雇用促進
④子どもの成育環境改善への意識啓発と子どもの主体教育 

(4) 子どものための政策拡大と分野横断的な体制を強化し居場所となる空間づくりを
＜日常生活圏＝住環境＞
①住まい、住宅地
②住宅地の中の道
③住宅地の中のコモン（公園、緑地、オープンスペースなど）
④子どものための専門施設（学校、保育園、児童館など）
⑤多世代・多機能が共存する地域施設（コミュニティセンター、図書館、福祉施設など）
⑥医療・健康施設

＜プログラム（非日常の体験、子どものところに出向く）＞
⑦自然環境へのアクセス
⑧子どものところに出向くアウトリーチ（訪問型の支援サービス）

★25期 focus⇒

★25期 focus⇒

★26期 focus⇒

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-24-t297-5-abstract.html

心理学・教育学委員会/臨床医学委員会/健康・生活科学委員会/環境学委員会/土木工学・建築学委員会合同 24期：子どもの成育環境分科会
提言：我が国の子どもの成育環境の改善にむけて －成育空間の課題と提言2020－ （2020.9.25）

★26期 focus⇒

前々24期にて策定・公表された提言



http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-24-t297-5-abstract.html
図 胎児期・幼児期・児童期・青年期の各ステージでの成長発達を主軸に、子どもの成育空間を捉える視点と提言の位置づけを通観した概念図 



【子どものいのちと安全】
・日本の新生児・周産期医療の歴史と現状（髙橋尚人）
・子どもの生活状況の多次元的理解に基づく

安全な環境のデザイン（西田佳史）
・子どもの食の安全ー学校給食と食中毒（水口雅）

【子どものこころ】
・発達障害と乳幼児健診ー五歳児健診の意義を問う（神尾陽子）
・AI共生時代に必要となるヒトの脳と心（明和政子）

【子どもと家族】
・多様化・複雑化する家族のウェルビーイング（浅野 みどり）
・子どもと家族のウェルビーイングに影響する環境（法橋尚宏）

【子どもにとって居心地のよい空間】
・不登校、社会的養護等の子どもたちの居場所（石﨑優子）
・健康・運動能力・学中意欲を高める空間づくり（伊香賀俊治）
・感覚に優しい社会生活環境の普及（上野佳奈子）

第26期子どもの成育環境分科会メンバーによる多角的な視点

【子どもと地域社会】
◆乳幼児期における地域社会との連携
・子どもと大人による地域社会の探究が見出すもの

－境界線に焦点を当てて（小玉亮子）
・倉橋惣三の誘導保育論－「こどもまんなか社会」の実現

に向けた保育のあり方を考える（湯川嘉津美）

◆学童期以降の地域社会との連携
・農村立地小規模校における探検学習の再構築（神吉紀世子）
・子どもたちが長時間過ごす「学校」という場所

－学習環境の変化と地域拠点性（斎尾直子）
・子どもとともにつくる児童館

－人口減少時代の居場所再編に向けて（安部芳絵）

◆子どもとともに地域社会も育ち合うまちづくりへ
・子育ちに資する土壌づくりはまちづくり

－地域でつなげる子育ち:まち保育（三輪律江）



2023年4月、こども家庭庁が発足、こども基本法が施行され、『こどもも大人も皆が幸せな生活を送る
ことのできる「こどもまんなか社会」の実現』を掲げて、子どもの総合的政策と体制の予算策定に向けて
動き出している。
しかしながら、OECD諸国と比較しても子どもの幸福度が著しく低いと評される日本の子どもが、健や

かに過ごす上での社会的環境は良くなるどころか悪化するばかりである。その改善に向けては、経済的
な支援に留まらず、精神面での人的支援がより重要であり、また子どもに直接関わる地域社会の意識の
変革、その生活空間の改変も必要となってくる。

子どもの成育環境改善に向けては、分野横断的に、多角的に捉えていくことが必要である。「子どもの
成育環境分科会」は、分野横断的に18年の長期にわたり、子どもの成育環境について検討を続け、空間、
時間、方法、コミュニティと４つの課題について繰り返し提言・報告をおこなってきた。

特に、ここ数十年で子どもの捉え方や支援の仕方の変容は目まぐるしい。こども家庭庁がスタートし
「こどもまんなか社会」のスローガンは他分野でも少しずつ浸透しつつあるが、未だ子ども関係の業界
のみにとどまっている印象もある。「少子化なのになぜ、社会全体で子どもにそこまでやらなければいけ
ないのか」「子どもだけを真ん中にしても解決しないのでは？」「子どもの最善の利益ってなに？」とい
うモヤモヤを抱きながら“子どもを真ん中”にする意味、手法を模索している。

本フォーラムでは、第1部で現代社会において変容する子どもと子どもを取り巻く環境について、各学
問分野の最新の研究事例を用い、多分野領域から子どもの健全な成育環境について捉える。
第2部では、こども家庭庁の現在の取組みを踏まえ、本来の「こどもまんなか社会」の真髄に迫る。

本日の趣旨



子育ちに資する土壌づくりはまちづくり



１．家族の変容（核家族化、夫婦共働き等）に伴い
「地域社会で群れてまねる子育ち（vs子育て）」を どう捉えるかの観点が不足

①男女の役割を分担推進する住宅地開発（住宅政策）から、

男女が共に働き群れた暮らしをするための居住政策への転換

②子ども達が集団で過ごすという場の多様化とゆるやかなつくり込みが必要

・遊び相手が見つけられない、他者とふれあう機会が減っている子ども達にとっては、そのような設え（例：単目的施設から複
合目的施設）の必要性が高まる。

・限られた地域資源の中で施設とその環境を、誰がどのように 企画、管理、活用していくかといった地域での『エリアマネジメ
ント』 の観点に、 子どもの主体性の構築も必要。

→空き家・空きビル、空き教室、公園、道、公開空地等の“まち”のシェア

子どもの育ちを軸に、そしてライフスタイルにあった

個人－家庭－地域－仕事ーケアのバランスがとれた「生活者」でいられ続けるまちづくり

→住む－働く－暮らす－互助の場の再想定

子どもを育む環境としての都市計画・まちづくりの課題
“現代版群れた地域コミュニティをつくる”ためのまちづくりの課題



３．胎児期～特に就学前の子ども達が集積する場が複雑化
「これからそこに育っていく子どもが集う場」と視る

子育ちを支援する視点が決定的に欠如

２．“地域”で子育てすると謳われてはいるものの
受け手となる“地域”ってどこの誰？私のこと？

その当時者性は不明瞭でわかりにくい

４．まちなかにおいて子どもで客体ではなく主体として捉える視点の欠如
学童期後半～中学生・高校生にとっての主体的な居場所となる空間も不足

５．人口減少社会において、
地方都市の生活圏と子どもが育つ社会関係資本をどう捉えるべきか

子どもを育む環境としての都市計画・まちづくりの課題
“現代版群れた地域コミュニティをつくる”ためのまちづくりの課題



地域でつなげる子育ち・まち保育



【子どものいのちと安全】
・日本の新生児・周産期医療の歴史と現状（髙橋尚人）
・子どもの生活状況の多次元的理解に基づく

安全な環境のデザイン（西田佳史）
・子どもの食の安全ー学校給食と食中毒（水口雅）

【子どものこころ】
・発達障害と乳幼児健診ー五歳児健診の意義を問う（神尾陽子）
・AI共生時代に必要となるヒトの脳と心（明和政子）

【子どもと家族】
・多様化・複雑化する家族のウェルビーイング（浅野 みどり）
・子どもと家族のウェルビーイングに影響する環境（法橋尚宏）

【子どもにとって居心地のよい空間】
・不登校、社会的養護等の子どもたちの居場所（石﨑優子）
・健康・運動能力・学中意欲を高める空間づくり（伊香賀俊治）
・感覚に優しい社会生活環境の普及（上野佳奈子）

第26期子どもの成育環境分科会メンバーによる多角的な視点整理
（赤字が第一部の登壇者）

【子どもと地域社会】
◆乳幼児期における地域社会との連携
・子どもと大人による地域社会の探究が見出すもの

－境界線に焦点を当てて（小玉亮子）
・倉橋惣三の誘導保育論－「こどもまんなか社会」の実現

に向けた保育のあり方を考える（湯川嘉津美）

◆学童期以降の地域社会との連携
・農村立地小規模校における探検学習の再構築（神吉紀世子）
・子どもたちが長時間過ごす「学校」という場所

－学習環境の変化と地域拠点性（斎尾直子）
・子どもとともにつくる児童館

－人口減少時代の居場所再編に向けて（安部芳絵）

◆子どもとともに地域社会も育ち合うまちづくりへ
・子育ちに資する土壌づくりはまちづくり

－地域でつなげる子育ち:まち保育（三輪律江）
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